















論 文 題 目 
 
 






























































本論文の 前 半部 であ る第 ２－ ４ 章ま では 、こ れま で にな され てき た研 究 を紹 介し 、
その問題点や未解決 な点についてまとめ ている。具体的 には 、第２章で 、ビッグ バ
ン宇宙論とその問題 点について述べ、そ れらの問題点のうち のいくつかはインフ レ
ーションによって統 一的に解決出来るこ とを示している。ま た、本論文の解析の 中
核を なす 宇 宙論 的な スカ ラー 場 のダ イナ ミク スに つ いて 簡潔 な説 明を 加 えて いる 。
第３章では、現代 宇 宙論の最重要課題で あるダークエネルギ ーの問題について論 じ
ている。一般に 、観 測されているダーク エネルギーを説明す るには、素粒子 論的 観
点からするとエネル ギースケールに関し 極度の微調整を必要 とするが、スカラ ー 場
 
の ダ イ ナ ミ ク ス を 用 い て こ の 微 調 整 を 回 避 す る ク イ ン テ ッ セ ン ス と い う シ ナ リ オ
に焦点を当て、現状 と問題点についてま とめている。この第 ２章、第３章は、通常
の４次元アインシュ タイン重力理論に基 づいたものであるが 、第４章では、相 互 作
用の統一という観点 から、高次元理 論の 必要性についてまと めている。さら に、そ
の高次元理論のなか でも、本研究でテ ー マとしているブレイ ンワールドシナリオ の
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